
令和２年１０月２１日 

建 築 都 市 局 

 

将来を見据えた「まちづくり構想」の策定について（中間報告） 

 
１ 策定の目的 

本市は、基本構想・基本計画「元気発進！北九州」プランや、都市計画マスタープ

ランに基づき、コンパクトなまちづくりを進めていくこととしている。 

人口減少や少子高齢化が進行し、地域経済が厳しい局面を迎える中、今後のまちづ

くりにおいては、これまでの成長の時代とは異なり、公共・民間の双方が連携を図

り、限られた財源を重点的かつ効果的に投資していくことが重要となる。 

そこで、近年、民間による開発意欲や新たな変化が生じてきている、小倉・黒崎・

東田の３地区において、将来のまちの姿を議論し、 

▶ 本市にとって、市が考える将来目指すまちづくりの方向性について、あらかじめ

明示する「メッセージ」となるもの 

▶ 民間にとって、まちづくりへ投資を行う際、１つの重要な「判断材料」となる 

もの 

▶ 市と民間にとって、互いにベクトルを合わせ、将来に向かって同じ方向へ歩んで

いくための「羅針盤」となるもの 

として「まちづくり構想」を策定することとする。 

 

２ 検討体制 

・構想は、副市長をトップとし、関係局長で構成する「まちづくり構想策定委員会」を

設置して検討。（建築都市局、企画調整局、環境局、産業経済局、建設局ほか） 

・委員会の下に関係課長で構成する幹事会を設置。 

・事務局は建築都市局都市再生企画課。 

 

３ 検討スケジュール 

・構想は、令和２年度末を目途に素案をとりまとめる予定。 

 ・令和３年度以降、構想の下に、当面５年間程度の取組を記載した「実施計画」を策定

する予定。 

■まちづくり構想策定委員会の開催スケジュール（令和２年度） 

○第１回委員会（令和２年４月下旬 開催） 

 ≪議題≫ 

 構想策定の趣旨、検討体制、スケジュール等 

○第２回委員会（令和２年８月２６日 開催） 

 ≪議題≫ 

▶ 将来トレンド（人口動態・技術の進展、次世代を担う若者の意識など） 

▶ 小倉･黒崎･東田の各地区における特性  等 

○第３回委員会（令和２年１２月 開催予定） 

○第４回委員会（令和３年 ２月 開催予定） 
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令和２年 10 ⽉ 21 ⽇ 
建  築  都  市  局 

将来を⾒据えた「まちづくり構想」の策定について（中間報告） 

２．「バックキャスティング」による構想づくり 

・ 構想は、バックキャスティングによる２本立てとする。 

・ 現状に縛られず自由な絵姿が描け、目標に到達するまでの道筋がブレにくいという特長。 

３．構想の「対象エリア」 

⻑ 

期 

短
期 

＜1st＞ 

目標とする未来を定め、 
逆算して現在の取組を 
考える 

現 在 

目標とする未来 概ね 30 年先の 2050 年を⾒据えた 

「構想」 

当面５年間程度の 

「実施計画」 

将来目指す 
まちづくりの方向性(イメージ・姿)を提示 

目標の設定、市の具体の取組を記載 

＜2nd＞ 
目標とする未来に向け、 
一つずつ取組を積み 
重ねる 

１．構想策定の「目的」 

・ 公共(市)と民間が連携して重点的・効果的に投資。 

・ 双方の特性や強みを十分に生かせるよう工夫し、まちづくりに対して、 

相乗による最大効果(インパクト)を与えられるよう連携を図る。 

  ▶ 人口減少等 縮小の時代における「投資」のカタチ 

  ▶ 構想が果たす「役割」 

４．「2050 年」の姿を描くまで 

・ 近年、民間による開発意欲や新たな変化が生じてきている 

「小倉」「黒崎」「東田」の３地区において策定する。 

STEP1 

『地区特性』を把握する STEP2 

地区の 『将来の姿』 を描く 

STEP3 『将来トレンド』と『地区特性』とを結びつける 

『将来トレンド』を掴む、『将来の「社会」「生活」の姿』を予測する 
(⼈⼝動態・新たな生活スタイル、技術⾰新・DX、次世代を担う若者の意識･常識) 

STEP4 
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⼩倉地区の「2050年の姿」の検討 （ STEP1〜STEP3 ）

STEP2 地区特性STEP1 将来トレンド・将来の「社会」「生活」の姿

人との繋がり
・SNS等で広く繋がる
・デジタルでは既存の･浅い繋がり
・リアルでは新しい出会い･深い繋がり

消費・サービス
・所有 ･モノ→ シェア･サービス
・サブスク･フリマの活用
・個人データ利用への抵抗小

消費・サービス
・XaaS(あらゆるモノをサービスとして）
・シェアリングエコノミー (家･車など)
・eコマース

空間デザイン
・ウォーカブル･道路空間再編
・洗練･ゆとり
・社交場･出会いの場･界隈性
・感動体験

交通
・移動総量が減少
・MaaS
・公共交通×物流

働き方
・単純労働 → 知的労働
・テレワーク･リモート

空間デザイン
・三密回避･ソーシャルディスタンス
・快適性･ＱＯＬ重視
・ストレスフリー
・フリクションレス

交通
・公共交通の利用者減少
・車保有台数の減少
・駐車場が飽和

産業活動
・小売業の縮退
・低未利用地･空き床の増加

趣味・娯楽
・リモートライブ
・eスポーツ

働き方
・働き方が多様化

（時間･場所･組織の自由化）

人口
・少子高齢化
・生産年齢人口の減少
・健康寿命の延伸
・働く女性の増加

快適さ・便利さ
豊かさ

リアルな感動･価値体験
シェア・ボーダレス

働き方
・兼業･副業･複業
・ワークシェアリング
・コワーキングスペース
・シェアオフィス

技術革新・ＤＸ

次世代を担う若者の意識・常識 人口動態・新たな生活スタイル

価値観
・日用品は「手軽」に「安く」
・感動･価値体験に 時間･金を「投資」
・ 価値体験をSNS等で広く共有

・AI ･ディープラーニング
・IｏT･センシング
・デジタルツイン
・情報･データの取得･活用

・高速通信（5G･6G）
・VR･AR
・自動運転･無人タクシー
・空飛ぶクルマ

将来トレンド×地区特性

「働く」

特性①

特性②

特性③

IT系オフィスの需要増

優れた交通利便性
（新幹線停車駅・高速バス等）

MICE機能の集積

キーワードは…

地 区 特 性将 来 の 「 社 会 」 「 生 活 」 の 姿 ( 予 測 )
▶まちには、「快適性」・「QOL」や、「洗練」され「ゆとり」ある

「ウォーカブル」空間が求められるようになる。

▶⼈は、「テレワーク」・「eコマース」の活用、「AI」・「MaaS」
・「自動運転」の進展等により、⽇常のルーチンに手間を
かけずにゆとり時間を創出する。

▶モノは、所有するのではなく「シェア」され、「サービス」として
の利用へと転換されていく。

▶「働き方が多様化」し、「兼業」・「副業」のほか、多種多様
な「知的労働」を掛け持つ「複業」ワーカーが増え、場所を
固定しない「コワーキングスペース」等のニーズが高まる。

▶リアル空間での「社交場」や「界隈性」のある路地空間等
は、ビジネス等で新たな「出会いの場」として重宝される。

▶交通面では、「⾞保有台数の減少」等により、「移動総量
が減少」し、「駐⾞場が飽和」していく。一方で、「自動運
転」技術を活かし、「無人タクシー」等が実装される。

STEP3
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地 区 特 性

特性①

特性②

特性③ スーパー等の生活利便施設や
クリニックの集積

マンションの建設
地区人口の増加

市⻄部の交通結節点

「居住」「暮らし」
キーワードは…

⿊崎地区の「2050年の姿」の検討 （ STEP1〜STEP3 ）

STEP2 地区特性STEP1 将来トレンド・将来の「社会」「生活」の姿

人との繋がり
・SNS等で広く繋がる
・デジタルでは既存の･浅い繋がり
・リアルでは新しい出会い･深い繋がり

消費・サービス
・所有 ･モノ→ シェア･サービス
・サブスク･フリマの活用
・個人データ利用への抵抗小

消費・サービス
・XaaS(あらゆるモノをサービスとして）
・シェアリングエコノミー (家･車など)
・eコマース

空間デザイン
・ウォーカブル･道路空間再編
・洗練･ゆとり
・社交場･出会いの場･界隈性
・感動体験

交通
・移動総量が減少
・MaaS
・公共交通×物流

働き方
・単純労働 → 知的労働
・テレワーク･リモート

空間デザイン
・三密回避･ソーシャルディスタンス
・快適性･ＱＯＬ重視
・ストレスフリー
・フリクションレス

交通
・公共交通の利用者減少
・車保有台数の減少
・駐車場が飽和

産業活動
・小売業の縮退
・低未利用地･空き床の増加

趣味・娯楽
・リモートライブ
・eスポーツ

働き方
・働き方が多様化

（時間･場所･組織の自由化）

人口
・少子高齢化
・生産年齢人口の減少
・健康寿命の延伸
・働く女性の増加

快適さ・便利さ
豊かさ

リアルな感動･価値体験
シェア・ボーダレス

働き方
・兼業･副業･複業
・ワークシェアリング
・コワーキングスペース
・シェアオフィス

技術革新・ＤＸ

次世代を担う若者の意識・常識 人口動態・新たな生活スタイル

価値観
・日用品は「手軽」に「安く」
・感動･価値体験に 時間･金を「投資」
・ 価値体験をSNS等で広く共有

・AI ･ディープラーニング
・IｏT･センシング
・デジタルツイン
・情報･データの取得･活用

・高速通信（5G･6G）
・VR･AR
・自動運転･無人タクシー
・空飛ぶクルマ

将来トレンド×地区特性STEP3

将 来 の 「 社 会 」 「 生 活 」 の 姿 ( 予 測 )

▶まちには、「快適性」・「QOL」や、歩いて楽しい「ウォーカ
ブル」空間が求められるようになる。

▶⼈は、「テレワーク」や「eコマース」の活用、「AI」 ・「自動
運転」の進展等により、⽇常のルーチンに手間をかけずに
ゆとり時間を創出し、それをリアルでの 「新しい出会い」や
「感動体験」等に注ぐ。

▶モノは、所有するのではなく「シェア」され、「サービス」として
の利用へと転換されていく。

▶「働く⼥性の増加」・「健康寿命の延伸」等を受け、「ワーク
シェアリング」が増えていく。

▶土地や建物に関し、「低未利⽤地・空き床の増加」がさらに
進んでいく。

▶交通面では、「⾞保有台数の減少」等により、「駐⾞場が
飽和」するとともに、 「移動総量が減少」していく。
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東⽥地区の「2050年の姿」の検討 （ STEP1〜STEP3 ）

STEP2 地区特性STEP1 将来トレンド・将来の「社会」「生活」の姿

人との繋がり
・SNS等で広く繋がる
・デジタルでは既存の･浅い繋がり
・リアルでは新しい出会い･深い繋がり

消費・サービス
・所有 ･モノ→ シェア･サービス
・サブスク･フリマの活用
・個人データ利用への抵抗小

消費・サービス
・XaaS(あらゆるモノをサービスとして）
・シェアリングエコノミー (家･車など)
・eコマース

空間デザイン
・ウォーカブル･道路空間再編
・洗練･ゆとり
・社交場･出会いの場･界隈性
・感動体験

交通
・移動総量が減少
・MaaS
・公共交通×物流

働き方
・単純労働 → 知的労働
・テレワーク･リモート

空間デザイン
・三密回避･ソーシャルディスタンス
・快適性･ＱＯＬ重視
・ストレスフリー
・フリクションレス

交通
・公共交通の利用者減少
・車保有台数の減少
・駐車場が飽和

産業活動
・小売業の縮退
・低未利用地･空き床の増加

趣味・娯楽
・リモートライブ
・eスポーツ

働き方
・働き方が多様化

（時間･場所･組織の自由化）

人口
・少子高齢化
・生産年齢人口の減少
・健康寿命の延伸
・働く女性の増加

快適さ・便利さ
豊かさ

リアルな感動･価値体験
シェア・ボーダレス

働き方
・兼業･副業･複業
・ワークシェアリング
・コワーキングスペース
・シェアオフィス

技術革新・ＤＸ

次世代を担う若者の意識・常識 人口動態・新たな生活スタイル

価値観
・日用品は「手軽」に「安く」
・感動･価値体験に 時間･金を「投資」
・ 価値体験をSNS等で広く共有

・AI ･ディープラーニング
・IｏT･センシング
・デジタルツイン
・情報･データの取得･活用

・高速通信（5G･6G）
・VR･AR
・自動運転･無人タクシー
・空飛ぶクルマ

将来トレンド×地区特性

将 来 の 「 社 会 」 「 生 活 」 の 姿 ( 予 測 )

STEP3

▶まちには、「快適性」・「QOL」や、歩いて楽しい「ウォーカ
ブル」空間が求められるようになる。

▶⼈は、「eコマース」の活用、「AI」・「MaaS」「自動運転」の
進展等により、⽇常のルーチンに手間をかけずにゆとり時間を
創出し、それをリアルでの 「新しい出会い」や「感動体験」等
に注ぐ。

▶他にも、「IoT」や「センシング」による「情報・データの取得・
活⽤」・「高速通信(5G・6G)」網の整備が進み、「自動運
転」や「空飛ぶクルマ」が実装されていく。

▶モノは、所有するのではなく「シェア」され、「サービス」として
の利用へと転換されていく。

▶交通面では、「⾞保有台数の減少」等により、「移動総量
が減少」していく。

地 区 特 性

多くの集客施設
（博物館群･大型商業施設）

特性①

特性② 広い公共空間
（広幅員道路･公園）

特性③
実証フィールドとしての注目度

「集客」「先端技術」
キーワードは…

5



（参考）⽤語集 
 
 
▶ディープラーニング 

・⼈工知能の要素技術の一つ。 
・⼈間が手を加えなくても、コンピュータがＩｏＴ等から得たビッグデータを解析し、データの 
識別、需要予測、最適化等を⾏う技術。 

 
▶ＩｏＴ 

・様々な端末(モノ)がインターネットに接続されることで、端末(モノ)からのデータ取得や、  
端末(モノ)そのものを遠隔操作する仕組み。 

 
▶デジタルツイン 

・現実世界に実在しているものを、デジタル空間で表現したもの。 
・現実世界の仕組みや稼働状況などをデジタル空間に構築し、リアルなシミュレーション等を
可能にする。 

 
▶ＡＲ(拡張現実) 

・現実世界で⼈が感知できる情報に、「何か別の情報」を加え現実を「拡張」表現する技術
やその手法のこと。 

・スマートフォンやタブレット等を通じて表示される現実世界の映像に対して、位置情報などの
データや、実際にその場にない映像・ＣＧ等を重ねて表示するもの。 

 
▶ＸａａＳ(X as a Service) 

・頭文字の「Ｘ」は「複数のあらゆるもの」を指しており、「サービスとして『Ｘ(様々なもの)』を
提供する」ことを表すもの。 

 
▶ＭａａＳ(Mobility as a Service) 

・ＩＣＴを活用することで、マイカー以外のあらゆる交通手段をクラウド化して連携させ、  
移動(モビリティ)を一つのサービスとして捉え、シームレスにつなぐ新しい「移動」の概念。 

 
▶ｅコマース 

・インターネット上で、商品やサービスの売買を⾏う電⼦商取引のこと。 
 
▶サブスクリプションサービス(通称︓サブスク) 

・定額料⾦を⽀払うことで、一定期間のサービスが受けられることを保証するサービスのこと。 
・音楽、動画、書籍など馴染み深いものから、化粧品、衣服、美容室、クリーニング、ワークス
ペース、カフェ、英会話、医師への相談等、多様なサービスのサブスクリプション化が加速して
いる。 

 
▶ＱＯＬ(Quality of Life) 

・クオリティ･オブ･ライフとは、一般に「生活の質」のことを指し、⼈がどれだけ⼈間らしい生活や
⾃分らしい生活を送り、⼈生に幸福を⾒出しているか、ということを尺度としてとらえる概念。 
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